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(57)【要約】

【目的】符号化音声の品質を改善する。

【構成】ピッチ励振源が選択したピッチ周期候補に、量

子化された振幅を選択して与え、そのピッチ信号で合成

フィルタを駆動して音声合成し、その合成フィルタには

過去の復号化された音声波形から線形予測してフィルタ

係数を設定し、その合成音声の入力音声に対する歪が最

小になるようにピッチ周期候補、量子化振幅値を選択し

て符号化する。過去の復号された音声の自己相関係数を

演算し、その値が０．６以上か、以下に応じて図１に示

す４つの量子化利得ｇ↓０～ｇ↓３とｇ↓０′～ｇ↓３

′との二組のいずれかを選択したピッチ周期候補の振幅

の決定に適応的に利用する。

【特許請求の範囲】

【請求項１】音声信号を比較的短いサンプル数を１フレ

ームとして、ピッチ励振源からピッチ候補を選択し、そ

のピッチ候補に量子化した振幅を与えて合成フィルタを

駆動し、その合成フィルタのフィルタ係数は１フレーム

前までに復号化した音声波形から線形予測して設定し、

その合成フィルタを用いて、上記ピッチ候補および上記

量子化値を決定して１フレームを単位として符号化する

予測符号化方法において、１フレーム前までに復号化し

た音声波形の相関関数を求め、その相関関数の値によっ

て、現在のフレームの符号化に用いる上記ピッチ振幅の

量子化幅を適応的に制御することを特徴とする低遅延符

号駆動型予測符号化方法。
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